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 本日は JUSTICE のご紹介、OA2020 のご紹介をした

上で、JUSTICE の OA2020 ロードマップのご紹介をさ

せていただきます。 

 

JUSTICE の紹介 
 本日は、JUSTICE に参加している大学からも大勢

の方にお越しいただいていると思います。JUSTICE

は、正式名称は大学図書館コンソーシアム連合といい

ます。電子ジャーナル等の電子リソースに係る契約、

管理、提供、保存、人材育成等を通じて、わが国の学

術情報の基盤の整備に貢献することを目的としており、

現在 547 館の参加があります。 

 図 1 は運営体制です。特徴的なのは、国公私立大学

図書館協力委員会と国立情報学研究所との連携協力推

進会議の下に位置付けられた組織だということです。

参加大学から委員や事務局となる方を出していただき、

運営委員会、作業部会等を運営しています。皆さんに、

ご自分の大学の仕事の傍らで JUSTICE の仕事もして

いただいているという状態です。 

 交渉作業部会では、2018 年度は 57 社から 215 製品
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（早稲田大学図書館 / 大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）） 

 講演要旨 

約 540館の国公私立大学図書館が参加する大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）は、2016年 8月に OA2020の関心表明に

サインし、2017年度には OA2020対応検討チームを立ち上げ、海外動向の情報収集を行うとともに、国内からの論文公表調査

を実施するなど国内状況の把握にも行ってきた。購読契約の維持が一段と厳しさを増す状況の中で、購読モデルから OA出版

モデルへの転換を目指し、2019年 3月に JUSTICE 総会の承認を得て、JUSTICEの OA2020ロードマップを公開した。このロー

ドマップの目的と内容について紹介する。 

笹渕 洋子 
早稲田大学図書館総務課長。2016年度より大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）運営委員会

委員。現在JUSTICE交渉作業部会主査、OA2020対応検討チームメンバー。 

 

（図 1） 
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の提案を受けています。 

 

OA2020 の紹介 
 大学での電子ジャーナルの購読が限界に近づきつつ

ある中で、購読モデルから OA 出版モデルへの転換を

していこうということで、OA2020 という国際的なイ

ニシアチブが出てきています。2016 年にドイツのマ

ックスプランク研究所が主導して始まったもので、

2020 年までに主要学術雑誌を OA に転換するという

目標を掲げていました。JUSTICE でも、2016 年 8 月

に関心表明に署名しています。これまでの購読モデル

を撤廃して OA 出版モデルに転換することで迅速円滑

な OA 化を実現することと、データやエビデンスに基

づいて学術情報流通の仕組みを変えていこうというこ

とを主張しています。 

 図 2 は転換に向けたロードマップで、OA2020 の考

え方です。A が従来のビッグディールによる購読モデ

ルです。B が現在の状態ですが、購読モデルを維持す

る一方で、APC を支払えば論文を OA にできるとい

うハイブリッドモデルになってきています。ここで全

ての論文が OA になるわけではないので、ダブルディ

ッピングが起っているのではないかという疑念を持っ

ています。これをすっきりさせるために C のハイブ

リッド＋オフセットの契約、すなわち、OA にするた

めの APC を全て支払い、それだけでは賄えない部分

を読むための購読料を一括で払うモデルに移ったらよ

いのではないかということです。全ての著者が APC

を払って OA 出版し、購読料のかかる雑誌に投稿しな

くなっていけば、徐々に購読料部分が減っていき、最

終的には X のフル OA の形に持っていけるのではな

いか、というのが OA2020 の考え方です。 

 

JUSTICE の OA2020 ロードマップの紹介 
 こうした中で、JUSTICE が OA のモデルへの対応と

して考えてきたのが、JUSTICE の OA2020 ロードマッ

プです。 

 OA2020 のイニシアチブでは、転換に向けて起こす

べきアクションとして 5 点を取り上げています。これ

を JUSTICE に戻して考えてみます（図 3）。まず 1 の

現状を確認するという点については、JUSTICE は出

版社交渉を一元的・主体的に行ってきました。2 の交

渉の材料を分析するという点については、JUSTICE

が参加館に対して購読状況調査、論文公表実態調査等

を実施して情報を収集し、分析してきました。また、

5 の国際的な運動に参加するという点については、関

心表明に署名したり、OA に関する国際的な会議等に

も継続的に参加してきました。 

 3 と 4 が、これまでの JUSTICE ではまだ取り組んで

いない点ですが、4 の転換計画を準備し実行するとい

うところでロードマップの策定をすることとなりまし

た。ロードマップは今年 3 月に行われた JUSTICE の

総会で承認を得て、現在 JUSTICE のウェブサイトで

日本語と英語で公開しています。 

 ロードマップの目的は、OA 出版モデル実現までの

（図 2） 

転換に向けたロードマップ
A： 今までの購読モデル
B： ハイブリッドモデルで日本でもこれが使われている
C： 欧州で試行中で、さらに強く求めていくモデル
X： 既存の雑誌がフルOAとなる。2020に可能か？

論文毎にAPCを
払いOA化
（ダブルディッ
ピング）

Reading Fee

APC 

購読モデル
(ビッグディール）

ハイブリッド
モデル

ハイブリッドモデル
＋

オフセット契約

フルOA
2020年に達成できるか?

A B C X
細川 聖二. 海外における学術雑誌のオープンアクセス化の動向. 国立大学図書館協会総会研究集会. 2017年6月23日. 

https://www.janul.jp/j/organization/minutes/research_meeting/index.html

（図 3） 

なぜロードマップを策定するのか？

1. 現状を確認する（方針、インフラ、手続き、関係者）

2. 交渉材料を分析する（予算や出版に関するデータ）

3. 著者コミュニティや経営層を引き入れる

4. 転換計画を準備し実行する

5. 国際的な運動に参加する

■出典：OA2020, “Take Action” https://oa2020.org/take-action/

転換に向けて起こすべきアクション
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移行期を乗り越える道筋を明らかにすることです。あ

まり遠い未来のことではなく、すぐ手前のところの道

筋を描いていきたいということで作成しています。 

 図 4 の図のように、まずデータの収集・分析につい

ては、JUSTICE は購読料や論文算出数、APC 支出等

に関する正確なデータの収集と分析を継続的に行って

きています。これによって論文算出数の推移やコスト、

OA 化の進捗についてモニターしていきたいと考えて

います。 

 また、論文公表実態調査を 2015 年から行っていま

す。日本の APC 支払額を把握することを目的として、

Web of  Science のデータを頂いて、日本の OA 論文数、

APC の支払推定額などを集計しています。JUSTICE

のウェブサイトにも結果の一部を公表していますので、

ご覧いただければと思います。 

 2019 年以降は、OA 出版モデル契約に向けた試行を

行っていこうとしています（図 5）。まず OA 出版モ

デルの実現に向けて出版社との話を始めています。

JUSTICE では、これまでは参加館全体に対する提案

を頂きたいということで出版社と話をしてきましたが、

論文の出版となると、全ての大学に関わるとは限らな

い場合もあるため、一部の大学向けの提案も受け入れ

るということで話をしています。また、従来の購読モ

デルも同時に提案していただくことをお願いしていま

す。購読料と APC のトータルコストの管理につなが

る多様なモデルを交渉の対象にしています。 

 最後に、OA 出版モデル契約に向けた展開について

です（図 6）。少し先の話になりますが、OA モデルの

試行がうまくいったあかつきには、成功したモデルを

段階的に他の会員館にも広めたり、他の出版社にも提

案していけるとよいと思っています。 

 ただ、JUSTICE だけで OA 化を進めていくことはな

かなか難しく、他のコミュニティの協力や合意を経て

進めていかなければならないところも多くあります。

それを右側の歯車の図で表しています。まず、大学に

おける購読料から OA の支援経費への振替が必要とな

ってくると思われるので、大学との話し合いが必要で

す。もう 1 点は、論文算出数が多い大学は購読料の振

替だけでは経費が不足する恐れもあるので、その部分

に助成団体からの助成を使うことも考えられるかと思

います。 

 もう一つが、研究者との合意や協力です。海外のコ

ンソーシアム等では、購読や編集・査読のボイコット

（図 4） 

JUSTICEのOA2020ロードマップ

• 購読料、論文産出数、APC支出等に関する正確な
データの収集と分析を継続

• 論文産出数の推移、コスト、OA進捗などについて
モニター

（図 5） 

JUSTICEのOA2020ロードマップ

• OA出版モデルの実現に向けた交渉を開始
• 購読モデルとの同時提案や一部の大学を対象とした
提案のほか、トータルコストの管理につながる多様
なモデルを交渉の対象に

（図 6） 

JUSTICEのOA2020ロードマップ

• 試行による成功モデルを段階的に他の会員館、他の
出版社へ展開
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も辞さない姿勢で交渉に臨んでいるところもあり、そ

ういった選択肢も今後考えられるかもしれませんが、

その際には研究者の後ろ盾が必須となってきます。さ

らに、そういった話をするためには大学の執行部や関

連する協会等への働き掛けが必要になってきます。 

 他にもいろいろな補足的な取り組みを行って OA 化

を進めていくことを考えていきたいと思っています。 


